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１．「いぶき」（１．「いぶき」（GOSATGOSAT）の目的）の目的

（１）目的：

①

 
温室効果ガスの全球の濃度分布とその時間的変動を測定し、また、亜大陸

 レベルでの吸収排出量の推定精度を高めることにより、京都議定書に基づ

 く組織的観測の維持及び開発の促進に貢献するとともに、京都議定書第1

 約束期間(2008～2012年）における地域ごとの吸収排出量の把握や森林炭

 素収支の評価等の環境行政に貢献する。

②

 
これまでの地球観測技術を継承・発展させ、温室効果ガスの測定技術を開

 発するとともに、将来の地球観測衛星に必要な技術開発を行う。

(注)

 

宇宙開発委員会第一回評価小委員会資料（平成16年8月）において報告した「目的」のうち、（１）①について、

 
上記のとおり的確な表現に変更する旨、第7回GOSAT開発利用推進協議会（平成20年3月10日）にて、JAXA、環

 
境省、国立環境研究所の３機関で決定した。
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２．「いぶき」（２．「いぶき」（GOSATGOSAT）開発の背景）開発の背景

(1)平均気温や海面水位の上昇など、人類の排出する二酸化炭

 
素、メタンなどの温室効果ガスが原因となる地球温暖化が問

 
題となっている

(2)2005年2月、京都議定書が発効。先進国の温室効果ガス排

 
出量を1990年水準から6～8%削減へ。

(3)地球温暖化対策の推進には、世界各地域の温室効果ガスの

 
濃度や、その増減を観測することが必要。一方、現在の地上

 
の観測地点数は非常に少なく、地域的にも偏在しており、精

 
度良く把握することは困難。

(4)「いぶき」（GOSAT）を用いた観測により、地球のほぼ全域に

 
わたり、高頻度で温室効果ガスの濃度分布を測定することが

 
可能。

(5)「いぶき」（GOSAT)は、全地球観測システム(GEOSS)の主要

 
な構成要素の一つとして位置けられており、本年7月のG8北

 
海道洞爺湖サミットにおいてもGEOSSに関する取り組みの加

 
速が言及されるなど、地球観測の重要性に対する国際的な

 
認識が高まっているところ。

(6)「いぶき」（GOSAT）と同時期（2008年度冬期）に、米国の炭素

 
観測衛星（OCO)も打ち上げられる予定。

地上観測点：282地点
（2008.10月16日現在）

（温室効果ガス世界資料センター（WDCGG)

 

による）

（標準観測モード：180kmメッシュの場合）

「いぶき」（GOSAT）による観測点：5万6千地点

GOSAT OCO

設計寿命 5年 2年

ミッション概要 二酸化炭素とメタンを観測 二酸化炭素を観測

観測頻度３日毎 観測頻度１６日毎
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3．実施体制

環境省環境省

GOSAT開発利用

 推進協議会

GOSAT開発利用

推進協議会

JAXAJAXA

国立環境研究所国立環境研究所

ﾁｰﾌｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

ｻｲｴﾝｽﾁｰﾑ

ﾁｰﾌｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

ｻｲｴﾝｽﾁｰﾑ

環境省、JAXA、環境研、

文科省（オブザーバ）

GOSAT計画全般に関し、
科学技術面から必要な
提言・助言

温室効果ガス観測センサ
及び衛星の開発(*)

打上げ
追跡管制
データ処理、校正等

(*) センサは、JAXA／環境省の共

 
同開発

アルゴリズム開発
高次処理データの作成、検

証等

温室効果ガス観測センサの開発
（JAXAへの契約）
環境行政へのデータ利用

（データの利用推進は３者共同で行う。）
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（１）システムプロトフライトモデル（PFM) 組立・試験フロー

システムPFM組立
(H19.10～）

初期電気性能試験
X帯RF適合性試験
(H19.10～H20.4)

熱真空試験
(H20.4～H20.6）

擾乱試験
(H20.7）

音響試験
(H20.8）

振動試験
(H20.8）

衝撃試験
(H20.8～H20.9)

S帯RF適合性試験
(H20.8）

推進系機能試験#1
(H20.7）

推進系機能試験#2
(H20.9）

最終電気性能試験
End-To-End試験

(H20.10）

最終外観検査
(H20.10）

現在

4.4.「いぶき」（「いぶき」（GOSATGOSAT）の開発）の開発状況

射場へ輸送
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4.4.「いぶき」（「いぶき」（GOSATGOSAT）の開発）の開発状況

■衛星システムのPFMは、現在、筑波宇宙センターにて最終電気性能試験（写真参照）を実施中

である。これまでの作業は、計画通り進行している。

■追跡管制システムの製作・試験、及びミッションデータの受信・処理等の準備についても計画通り進
行している。

（２）現状

筑波宇宙センターで

 
の最終電気性能試

 
験風景（H20.10.10)

筑波宇宙センターで

 
の質量特性試験風

 
景（H20.10.7)
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55．「いぶき」（．「いぶき」（GOSATGOSAT））
 今後の開発及び射場作業スケジュール今後の開発及び射場作業スケジュール

10月 11月 12月 1月(2009年） 2月

（射場作業）

開発完了審査会

筑波→種子島

 
への輸送

納入前審査会

射場搬入後電気性能試験/推進系機能試

 
験/最終組立等

推薬

 
充填

打上げ準備作業へ

今後、衛星システムは、筑波宇宙センターにてプロトフライト試験を完了後、11月上旬に種子

 島宇宙センターに輸送し、射場作業を経て、本年度冬期にH－ⅡAロケット１５号機により打ち

 上げられる予定である。

プロトフライト

 
試験
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観測データの処理(高次処理) 
- ネット吸収排出量の推定

観測データの処理(高次処理) 
- ネット吸収排出量の推定

環境研

処理データの行政への活用処理データの行政への活用

環境省

吸収スペクトル、地上データ（DEM、ア

 
ルベド、気象データ）と放射伝達モデ

 
ルを組み合わせて、温室効果ガス濃

 
度を算出

 

吸収スペクトル、地上データ（DEM、ア

 
ルベド、気象データ）と放射伝達モデ

 
ルを組み合わせて、温室効果ガス濃

 
度を算出

検証された全球濃度分布データに

 
加え、地上・航空機観測データ及

 
び大気輸送モデルを使って、ネッ

 
ト吸収排出量を推定

 

検証された全球濃度分布データに

 
加え、地上・航空機観測データ及

 
び大気輸送モデルを使って、ネッ

 
ト吸収排出量を推定

L1処理データ

観測観測

観測データの受信・記録観測データの受信・記録

地球表面からの反射光や放

 
射のインターフェログラムを

 
取得

 

地球表面からの反射光や放

 
射のインターフェログラムを

 
取得

ｲﾝﾀ-ﾌｪﾛｸﾞﾗﾑ
観測データの処理(L1処理)
- 大気の吸収スペクトルの算出
- 校正

観測データの処理(L1処理)
- 大気の吸収スペクトルの算出
- 校正

JAXA
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輝度や波長の校正を行い、

 
インターフェログラムから大

 
気の吸収スペクトルを算出

 
する

 

輝度や波長の校正を行い、

 
インターフェログラムから大

 
気の吸収スペクトルを算出

 
する

L2処理データ
高次処理データ

国内外ユーザ
へデータ配布

国内外ユーザ
へデータ配布

観測データの処理(L2処理)
- 温室効果ガスの全球濃度分布の算出
- 検証

観測データの処理(L2処理)
- 温室効果ガスの全球濃度分布の算出
- 検証

6．「いぶき」(GOSAT)のデータの流れ
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77．データ利用推進．データ利用推進

（１）NASA/JPLとの協力
①GOSAT－OCO(*)間の相互校正
(*)NASA/JPLの炭素観測衛星（Orbiting Carbon

 

Observatory)

②GOSAT－OCOデータの相互交換

（２）ESAとの協力
①ESAを経由した欧州科学者へのGOSATデータの配布
②ESAによる受信データ伝送回線の一部経費負担
③ESAからの校正協力

上記以外にも気象庁、欧州中期気象予報センター（ECMWF）、米国海洋大気庁
（NOAA）等ともGOSATデータの提供について調整している。

また、GOSATのレベル１データは、打上げ後９カ月、レベル２データについては打
上げ後１２カ月から一般へのデータ配布を開始する予定である。
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